
松山広域都市計画地区計画の変更（松山市決定） 

 

都市計画水泥地区計画を次のように決定する。 

名 称 水泥地区地区計画 

位 置 松山市水泥町の一部 

面 積 約 5.7ha 

区
域
の
整
備
・
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針 

地区計画の目標 

 

本地区は、松山市中心部から南東へ約 6.7ｋｍ、松山自動車道

松山 IC から東へ 3.8ｋｍ、国道１１号から西へ 0.3ｋｍの距離に

位置し、市道や国道に近接して、中心市街地や郊外とのアクセス

に優れる特性を持っている。 

また、本地区は、松山外環状道路事業の実施に伴って、今後さ

らに交通利便性の向上が見込まれる地区である。 

今後、本地区において、製造業・卸売業の事業所が主体となり、

地域の特性を活かした工業系の土地利用を行うとともに、周辺環

境と調和を図りながら活気ある地区の形成を目指す。 

 

その他当該区域の整備・ 

開発及び保全に関する方針 

 

地域特性を活かす土地利用へ誘導するため、安全な交通環境の

確保や雨水対策、景観面に配慮したまちなみ形成のほか、周辺環

境との調和を図るものとし、地区施設として道路、雨水調整池、

緩衝緑地、水路を適宜配置する。建築物等の整備については、建

築物等の用途の制限、建築物の容積率及び建ぺい率の最高限度、

建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制限、建築物の高さ

の制限、建築物等の形態または色彩その他の意匠の制限を行う。 

 

地
区
整
備
計
画 

地区施設の 

配置及び規模 

 

（道路） 

・松山市道小野 203 号線 

2 車線片歩道；W9.25m、L 約 360m 

（その他の公共施設） 

・雨水調整池 

約 1,500 ㎥：1 箇所・約 1,000 ㎥：１箇所・約 720 ㎥：１箇所 

・緩衝緑地 

地区計画区域の境界部分の緑化に努め、地区南側の既存団

地に接する部分は地域居住者の視界に配慮した緑化を行う。 

 また、敷地境界に沿って緩衝緑地を配置し、落葉を防ぐため

常緑樹を選定する。敷地周囲の法面は低木や密植とする。 

・水路 

 三方張水路 H0.60m × W0.60m L 約 144m 

  暗渠   H1.00m × W1.00m L 約 190m 

 



建
築
物
等
に
関
す
る
事
項 

地区の区分 

名称 水泥地区 

面積 約 5.7ha 

建築物等の用途の

制限 

 

次の各号に掲げる建築物以外の建築物は、建築してはならな

い。 

・日本標準産業分類表大分類にある「Ｅ－製造業」「Ｉ－卸 

売業」の業務を主たる業務とする施設 

（小売業・リースを含まない） 

・事務所 

・第 4 類第 1 石油類(ｶﾞｿﾘﾝ等)1,000L、第 4 類第 2 石油類(軽油

等)5,000L、第 4 類第 3 石油類（重油等）10,000L、第 4 類第

4 石油類(潤滑油等)30,000L 未満の油庫 

・その他事業の用に供するもの 
 

建築物の容積率の

最高限度 
8/10 

建築物の建ぺい率

の最高限度 
5/10 

建築物の敷地面積

の最低限度 
10,000 ㎡ 

壁面の位置の制限 

 

・建築物の外壁またはこれに代わる柱の面から、道路境界線及

び隣地境界線までの距離は、次のとおりとする。 

（１）敷地境界線に面する部分について、10m 以上 

（２）道路に面する部分について、7m 以上 
 

建築物の高さ 

の制限 

 

・高さが 10m を超える建築物の各部分の高さは、建築基準法第

56 条の 2 第 1 項の日影規制を準用し、検討を行う。 

・日影規制の検討は、以下による。 

 

 

制限を受ける

建築物 

平均地

盤面か

らの高

さ 

日影時間 

（敷地境界線か
らの距離が 5m
を超え 10m 以
内の範囲） 

日影時間 

（敷地境界線か
らの距離が
10m を超える
範囲） 

高さが 10m

を超える建築

物 

1.5m 4.0 時間 2.5 時間 

 

 

 

 

 



建築物等の形態ま

たは色彩その他の

意匠の制限 

 

① 建築物の主出入口は既存団地側に設けない。また、隅切り部分

および角地の交点より５m以内は原則として車の出入口を設置し

ない。 

② 道路に面する垣または柵を設置する場合は、原則として生垣また

はフェンス・ルーバー等とし、建築物と調和した色彩とする。ただ

し、自然素材を使用する場合はこの限りではない。 

③ 建築物の外壁及び屋根は、地区内の特性や周辺環境と調和し

た形状・色彩とする。 

④ 給排水管やダクト・空調室外機、電源水源用設備等の建築設備

は、外壁と同系色としたり、植栽等で目隠しを施したりする等、目

立たないよう努める。 

⑤ 広告物（屋外広告物法第２条第１項に規定する屋外広告物をい

う。以下同じ。）は、自己の事業に関して掲出する自家用広告物

又は管理上の必要に基づき表示するもの（管理用広告物）に限

定し、華美な広告照明等は設置しない。また、建築物の屋上に

は、広告塔や広告板を設置しない。 

 

「区域及び地区施設の配置は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

本地区は、松山市中心部から南東へ約 6.7ｋｍ、松山自動車道松山 IC から東へ 3.8ｋｍ、国道１１号か

ら西へ 0.3ｋｍの距離に位置し、市道や国道に近接して、中心市街地や郊外とのアクセスに優れる特性を

有し、松山外環状道路事業の実施に伴い今後さらなる交通利便性の向上が見込まれる地区である。 

製造業・卸売業の事業所を主体とした工業系の土地利用を行うことは、本地区における産業の振興に寄

与するとともに、産業誘致による地域の活性化を促すことにつながるものであり、周辺環境と調和を図

りながら活気ある地区の形成を目指すため、地区計画を決定しようとするものである。 

 

 

 


